
今年度も残りあと二ヶ月を切りました。まだまだ厳しい寒さが続きますが、感染症、風邪やインフルエンザに

負けず、予防に気を配りながら元気に過ごしたいと思います。立春をむかえ、暦の上では春の始まりとなります。

寒さの厳しい冬を乗り越え、あたたかな春に変わるこの季節、１年の中で最も「わくわく、ドキドキ」する季節だ

と感じます。進級、進学という新たなスタートを視野に、１年間のまとめと次年度への準備を行ってまいります。

変わらぬ御支援、御協力をお願いいたします。

【交流 小中交流授業・幼保小交流会】
20日(月)に、６年生は愛鷹中学校で英語の交流授業を

行いました。英語を使ったゲームで親睦を深めた後、６

年生は英語を使って将来の夢の話を、中学生は英語で

学校紹介をしました。４月からは中学校に進む６年生にと

って、よい機会となりました。

３０日(木)には、１年生と地域の幼稚園や保育園との交

流会が始まりました。第１回目は、春の木幼稚園、あけぼのこども園の年長児が学校に訪れ、交流会を行いま

した。１年生のがんばる姿がすてきでした。交流会は２月にも実施する予定です。

【出前講座 ３年生 ５年生】
21日(火)に、３年生は静岡茶講座を行いました。JAなん

すんの職員の方に来校していただき、３年生が総合的な

学習の時間に取り組んでいる学びをさらに深めることがで

きました。同日、５年生はリーベスポーツスクールの唐澤

先生を講師に招いて、ライフキネティック講座を行いまし

た。脳と身体を同時に鍛える運動、ライフキネティックを

体験し、子供たちは楽しく体を動かしていました。

【児童会・委員会活動】
２２日(水)には、縦割りで遊ぶ会を行いました。高学年

の子供たちが中心となって、みんなで楽しめる遊びを企

画しました。すてきなひとときを過ごしました。

27日(月)には、給食記念週間に合わせて、給食感謝の

会を行いました。リモートで教室に様子を伝えながら給食

室のみなさんに感謝の寄せ書きを贈りました。

＜ お知らせ 学年担任制について ＞
２月１２日(水)には、今年度最後の授業参観会、懇談会を行います。お忙しい中ですが、ぜひ御来校いただき

子供たちのがんばる姿を御覧ください。

さて、「学年担任制、またはチーム担任制」という言葉を、ニュースなどでお聞きになったことがあると思いま

す。全国的に広がりを見せているものですが、簡単に言うと、１組から３組の担任が、一定期間ごとにローテン

ションするというものです。国では、中学校のような教科担任制を小学校３年生まで引き下げるとしており、その

延長に「学年担任制」があるとも考えられます。学年担任制については、多様な子供たちに配慮した仕組みで

あるとの評価も多く、沼津市内でも複数校で導入を検討しています。本校では２学期後半から、高学年で段階的

に導入を試みています。来年度は、高学年でこの取組を発展させ、年度初めから本格的に導入できるよう準備

を進めています。授業参観後の懇談会では、この取組についての説明も行う予定です。

愛鷹小中一貫教育目標（15歳の姿）

志を持ち たくましく生きる人

＊親子でお読みください

愛鷹小学校 学校だより ホームページもご覧ください http://www.numazu-szo.ed.jp/asitaka-e


